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自動ブレーキなど先進安全技術とシートベルトの重要性を体感！ 
JAF が「サポカー体感・体験試乗会」にシートベルトコンビンサーを出展  

 

一般社団法人 JAF（日本自動車連盟）熊本支部（支部長：與縄義昭）は、２０２６年１１月１日（日）に熊本

県運転免許センターで開催される「サポカー体感・体験試乗会」に出展し、「シートベルトコンビンサー」によ

る衝突体験を実施します。 

本イベントは、安全運転サポート車（サポカー）の先進安全技術を体験し、交通事故の防止や被害軽減につ

いて理解を深めてもらうことを目的として開催されます。 

JAF ブースでは、時速約５km での衝突を再現するシートベルトコンビンサーを設置します。この装置は運転

席・助手席および後部座席を備えており、最大４人が同時に乗車して衝突時の衝撃を体感できます。参加

者はシートベルトを着用した状態で、衝突の瞬間に身体へかかる力やシートベルトによる拘束効果を体験

できます。対象は身長１００cm 以上の方で、家族や友人同士で一緒に体験しながら、日頃当たり前に着用

しているシートベルトの重要性を実感できる貴重な機会です。 

 

■出展概要 

◇会場 

   熊本県運転免許センター 

   （菊池郡菊陽町辛川 2655） 

◇開催日時 

   ２０２６年１１月１日（日） 

   （10:00〜15:00） 

◇JAF 出展内容 

シートベルトコンビンサー 

（時速５km の衝突体験） 

 

 

 

このリリースへの取材依頼やお問い合わせは以下までお願いいたします 

一般社団法人 日本自動車連盟 熊本支部 推進課 担当：松永 

〒861-8038 熊本市東区長嶺東 6-30-30 Tel：096-380-9200（平日 10:00～17:00） 

   ★ 取材・お問合せ等のお申込みはこちらから ⇒ https://jaf.or.jp/media 
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